
○ エコバックの使用を進め、レジ袋はもらわない 

○ 必要量の食糧購入、食べ切る、使い切る、残さない 

○ リサイクルの推進、リサイクルショップの活用 

○ 地域の共通話題とし、研修会実施、子や孫へ伝える 

○ 詰め替え商品の利用、シャンプー、リンス、石けん 

○ リサイクル、分別整理、ストックヤードの設定 

○ 会社などでは、ペーパーレスを心掛ける 

○ ペットボトル飲料より水筒の持参 

○ 「使い捨て商品」はなるべく買わない、使わない 

○ イベントで（不要な）パンフレットをもらわない 

○ スーパーの資源回収やリサイクルボックスの利用 

○ 生ごみの水分を切る、コンポストで堆肥化 

○ 草などは自分で処理する 

○ 業者と連携をとり、リサイクルボックスを設置する 

○ メーカーにより商品やペットボトル等容器の統一 

 

 

 

 

 

 

 

  

 滝沢市では、ごみの処理に関する環境及び資源の問題、ごみの処理に係る費用の問題など、今後「ごみの減量」が必ずや必要となり、市民一丸となって取り組むべきテーマと考え、各地域の皆さんにご協力を頂き

ワークショップ（意見交換会）を開催しました。 

 今回のワークショップは、ごみの減量について、色々なアイデアを出していただきながら、皆様で楽しく意見交換していただく場所・機会として、白熱した意見交換が交わされました。 

ごみ減量化に向けたワークショップ 

お忙しい中「ワークショップ」へご参加頂きました皆さま、

大変有難うございました。 

色々な意見、沢山のアイデアが出されました。今後、市民皆

さまと、市役所の「協働」の大きなテーマになる「家庭ごみ

減量化」にとって、推進への指針となる「ひとつひとつ」と

考えております。今後とも、宜しくお願いいたします。 

 

滝沢市役所 

市民環境部 環境課 
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○ スーパーのリサイクル活用、新聞、缶ほか 

○ 生ごみ堆肥化コンポスト、敷地内に埋める 

○ 紙など必要以上使わない、会議資料、包装 

○ 必要物を必要量購入し不要物は買わない 

○ エコバックの使用、レジ袋不要、再利用 

○ 生ごみの水切りを徹底 

○ 資源回収の定期的な実施 

○ 分別しっかりして、リサイクルにまわす 

○ 定期的な清掃や整理整頓で物の適量把握 

○ 食材を無駄にせず、料理は残さず食べる 

○ ごみ減量必要の啓蒙を次世代へ出前講座 

○ 大切な地球を守る資源循環社会の構築に

係る施策を市に期待する 

○ 不要な物でも必要な人がいる、再利用 

○ 料理を工夫して（皮まで使う等）減量する 

○ スーパーの回収箱をもっと活用する 

○ ストックヤードを増やし活用する、分別 

○ ごみ袋の有料化、高くする 

○ ごみ置場を減らす、回収日を減らす 

○ 食べ残ししない、水切りして出す、堆肥化 

○ 資源ごみにもコストが掛っている事を知る 

○ 小中学生対象の出張講座、親も巻き込む 

○ ごみ少ない他事例と当市現状をもっと知る 

○ フリーマーケット、オークションの活用 

○ 買い物にはマイバックを持っていく 

○ 買い物はごみにならぬ様、過剰包装辞退も 

○ 詰替用を購入し容器は繰り返し使用する 

○ 有料化による不法投棄の増加が心配 

○ スーパーの資源ごみ回収活用（トレイ他） 

○ マイバックを利用、レジ袋断る 

○ レンタル利用、布団（客用）海外用キャリー 

○ 食品の無駄を無く必要以上作らない買わない 

○ 地域での資源回収、ストックヤード、24 時間 

○ 古着等の家庭用品 制服やジャージ人にゆずる 

○ 詰め替え商品の利用シャンプー、ボールペン芯 

○ 生ごみは、出来るだけ堆肥化する 

○ 無駄の無いよう心掛けて、不要な物を買わない 

○ ごみ処理経費の公表、市民参加型の普及啓発 

○ リサイクル出す、リサイクル商品の使用 

○ 若年層、子供へ意識啓発 市内大学への出前講座 

○ メーカー、スーパーへ包装最小化を要請する 

○ 資源ごみとは言わない、資源は資源と称する 

まずは、アイデアを考えるよう！ 

A 班 

建設的な意見が白熱 
現実性と効果を軸に分類 発表の準備をしてます。 
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D 班の発表です B 班が発表しました A 班が発表します 

※上記は、提案された意見を基本的に原文記載としておりますが、同内容意見は、抜粋・組み合わせなどしております。 

平 成 ２ ９ 年 7 月 1 2 日 （ 水 ） １ ９ : ０ ０ ～  

かわら版（結果報告）篠木・大沢自治会 

C 班の発表です 講評をいただきました 

№４ 


